
あんぜん北陸 第２１４号 ２０１９．１．２９
北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

１．工事事故の発生状況

１）各年の事故件数の推移
H３０年の工事事故件数は７５件発生し、昨年より８件増加しています。

労働災害は３７件と昨年から３件増加し、公衆災害は３８件と昨年から５件増
加しています。

－１－

※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる場合があります。

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

◆平成３０年（１年間）の工事事故の状況◆
☆事故件数は「７５件」とＨ２９年から８件増加。

☆第１四半期（１月～３月）に「２２件」と工事事故が最も多く発生。

☆月別事故発生状況は、９月（８件→１３件）、１０月（９件→１３件）が最多、次いで

１月（１件→１０件）の事故発生件数が多い。

☆時間帯別の工事事故発生状況は、午前は１１時台（１４件）、午後は１４時台

（１１件）が最多で、曜日別では水曜日の「１８件」が最多。

☆休業４日以上の労働災害が「５件」発生。（Ｈ２９から５件減少）

☆死亡事故は無かった。

◆平成３１年の現場での安全な施工に向けて◆
☆例年１月～３月で２０件前後の事故が発生。

⇒事故減少に向けて、更なる安全管理の徹底を！
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－2－

２）四半期別の事故発生件数

四半期別事故発生件数を比較すると、H３０年は１～３月が２２件で最多、
４～６月が１３件で最小となっています。７～９月は昨年から４件減少、１０
～１２月は昨年から２件減少しています。

３）各年の完成工事件数と事故発生件数

H2６年以降、事故件数は減少傾向でしたが、H３０年は昨年より８件増加し
ています。また、事故発生率は２％上昇し１１％となっています。
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－3－

４）月別の事故発生件数

H２９年とH３０年の月別事故発生状況を比較すると、９月、１０月が１３件
で最多の発生となっており、次いで１月の１０件となっています。特に１月は
昨年から９件増加し、７月と１２月は８件減少しています。

５）時間帯別の事故発生件数

H29年とH30年の時間帯別事故発生件数を比較すると、午前は１１時台が
１４件（＋８件）、午後は１４時台が１１件（＋４件）で最多となっています。
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－４－

H３０年の労働災害は３７件、休業４日以上の事故は５件発生し、昨年よりも
労働災害件数は３件増加、休業4日以上件数は５件減少しています。また、労働
災害に占める休業４日以上の事故発生率は１４％となっています。

２．労働災害の発生状況

１）休業４日以上の事故発生状況

６）曜日別の事故発生件数

H３０年の曜日別事故発生件数では、水曜日の発生件数が１８件と最多で、
労働災害、公衆災害とも最多となっています。次いで月曜日の１５件となって
おり、火曜日、木曜～土曜日は１０件前後となっています。
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H２９年とH３０年の時間帯・原因別で比較すると、１１時台が７件（＋４
件）で最多となっています。墜落事故は９～１１時台と１５～１６時台で発生
し、工具等取扱事故は午前での発生が多い傾向となっています。

－５－

２）労働災害の原因別事故発生件数

H３０年の労働災害を原因別で比較すると、墜落と工具等取扱が７件で最多
となっており、飛来､落下（１件→４件）、自動車等（１件→３件）が原因の事
故が増加しています。その他事故の原因では、倒壊、転倒、ゴムボート転覆、
仮設トイレ横転等となっています。

３）労働災害の時間帯別・原因別の詳細分析
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－６－

H2９年とH３０の公衆災害の時間帯・原因別を比較すると、時間帯は１２時
台が７件（２件→７件）で最多発生件数となっており、原因別では車両損傷が
４件と半数以上を占めています。

３．公衆災害の原因別発生状況

H３０年の公衆災害の原因別発生状況は、車両損傷が２０件（11件→20
件）と半数以上を占めており、次いで地上物件の損傷が７件発生しています。

１）公衆災害の原因別事故発生件数

２）公衆災害の時間帯別・原因別の詳細分析
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－７－

【問い合わせ先】 北陸地方整備局 企画部 技術検査官 神田
TEL 025-370-6702 FAX 025-280-8861

・平成３０年１１～１２月に開催した「平成３０年度 工事の生産性向上等説明会（後期）」の説明資料
を北陸地方整備局のＨＰに掲載しています。工事事故関係の資料は、資料５「工事事故の発生状況」
でご確認願います。
＜http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/seisan/H30kouki/seisan_30kouki.html＞

＜向こう３か月の気温、降水量の各階
級の確率（％）＞

北陸地方 ３か月予報（２月から４月までの天候見通し）
＜予想される向こう３か月の天候＞
向こう３か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴の
ある気温、降水量等の確率は以下のとおりです。
この期間の降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。
２月 平年に比べ、曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。
降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。

３月 天気は数日の周期で変わるでしょう。
気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。

４月 天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの
日が少ないでしょう。
気温は、高い確率５０％です。
降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。

４．その他

建設工事事故データベース（SAS）
への登録をお願いします。

・地方整備局、都道府県、政令指定都市、
機構等が発注する公共工事で発生した一
定規模以上の事故の事故報告データの
集合体です。収集されたデータは、建設工
事事故対策検討委員会や発注者におい
て、工事事故防止に向けた対策の検討・立
案に利用しています。
・休業4日以上の建設工事事故について、
受注者・発注者は必ずインターネットを利用
して登録（入力）してください。
・「事故発生状況調書」は、技術管理課検査
係で登録し、受注者への事故番号、パス
ワードを主任監督員へ通知します。

ホームページ: https://sas.hrr.mlit.go.jp

分類 事故の定義

労働
災害

工事区域において工事関係作業が起因して、
工事関係者が死亡あるいは負傷した事故。
資機材・工事製品輸送作業が起因して工事関
係者が死亡あるいは負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業４日以上の負
傷をいう。

もら
い事
故

工事区域において当該関係者以外の第三者が
起因して工事関係者が死亡又は負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業４日以上の負
傷をいう。

負傷
公衆
災害

工事区域における工事関係作業及び輸送作業
が起因して当該工事関係者以外の第三者が
死傷した事故。
なお、ここでいう第三者の負傷とは休業４日以
上もしくはそれに相当する負傷をいう。

物損
公衆
災害

工事区域における工事関係作業及び輸送作業
が起因して第三者の資産に損害を与えた事故に
あって、第三者の死傷に繋がる可能性の高かっ
た事故。

※工事区域：工事作業現場内及び隣接区域

・登録対象となる事故

＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

［ H31.1.25新潟地方気象台 発表］


